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地 域イベ ント

今津町中浜の泉慶寺
で琵琶湖周航の歌誕
生百周年記念のイベ
ントが開催され、関わ
りのある「福田屋」さ
んの見学会などが行なわれました。本年は、滋賀
県も高島市と連携しながら、琵琶湖周航の歌を
全国に発信し、記念すべき年として皆様と一緒
に盛り上げていきます。
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琵琶湖周航の歌
誕生百周年イベント

旧高島町萩の浜に、旧制第四高等学校
（現金沢大学）漕艇部員11名の遭難
事故の犠牲者を偲ぶ四高桜は、「関西
四高桜の会」と地元の皆様にご協力い
ただき守って頂いております。今回、琵琶湖汽船様から桜の苗
木を寄贈していただき、新たに植樹させていただきました。

萩の浜 四高桜
新しい桜の苗木を植樹
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昨年要望がありました桟橋の改修は高島市で
対応していただき1月
末に立派な桟橋となり
ました。3月上旬には、
咲きそろい見事な群生
地とのことです。

今津ザゼンソウ
群生地桟橋改修状況
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関西広域連合議会の防災・医療
常任委員会が開催され、常任委
員長として出席しました。関西広
域連合の防災活動は、東日本大
震災のカウンターパート方式
で、素早く効率の良い長期に亘る復旧・復興支援の枠組み
が出来、熊本大地震などへのスムーズな支援など、大きな
成果となっています。また民間事業者との防災協定締結
など、更に防災対策を進めております。　　　　　　

12
     10

関西広域連合議会
防災・医療常任委員会　兵庫県庁

高島経済会主催の記念講演会に小泉進次郎
衆議院議員にお越しいただき超満員の高島
市民会館で「人生100年時代のまちづくり・
くにづくり」のテー
マで講演され、ま
た、地元農家との懇
談に、同席させてい
ただきました。

高島経済会創立10周年
記念小泉進次郎議員講演会
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編集後記 ＴＯＰＩCS

市民の皆様が心配されていた産婦人科の存続が
滋賀医科大学から派遣される事が決まり、4月か
ら常勤医師1名、非常勤医師1名（交代制）を派遣
いただき、何とか一定、従前の体制が整うように
なったかなと安堵しているところであります。

高島市民病院の産婦人科診療体制

大
雪
の
た
め
海
津
大
崎
の
桜
の
木
が

被
害
に
遭
い
、現
状
を
視
察
し
ま
し

た
。今
回
は
県
の
方
針
に
よ
り
、県

費
対
応
と
な
り
ま
す
。4
月
に
は
海

津
大
崎
は
多

く
の
観
光
客

で
賑
わ
っ
て
お

り
ま
す
。こ
れ

も「
マ
キ
ノ
桜

守
り
会
」の
皆

様
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に

よ
り
、お
世
話

を
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と

に
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

大雪による市内の積雪および除雪状況等の調査
　

今
年
は
大
変
な
大
雪
と
な
り
、大

雪
警
報
が
発
令
さ
れ
る
な
ど
、全
国

ニ
ュ
ー
ス
で
も
高
島
市
が
取
り
上
げ

ら
れ
る
程
で
し
た
。一
部
の
国
道
が

通
行
止
め
に
な
っ
た
り
、大
型
ト

レ
ー
ラ
ー
が
立
ち
往
生
し
、交
通
渋

滞
が
発
生
し
、大
雪
の
影
響
は
大
変

大
き
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。ま
た

各
地
域
の
県
道
や
市
道
も
除
雪
が

中
々
追
い
つ
か
な
い
箇
所
も
あ
り
、

消
雪
施
設
の
あ
る
と
こ
ろ
と
無
い

と
こ
ろ
の
状
況
の
大
き
な
違
い
も

感
じ
ま
し
た
。消
雪
施
設
の
老
朽
化

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
数
多
く
あ
り
、

今
後
計
画
的
に
施
工
し
て
い
く
こ
と

を
、検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
ま
す
。
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海
津
大
崎
の
桜

大
雪
で
倒
木  

調
査

一般質問に立つ
（2月定例会議）
一般質問に立つ
（2月定例会議）

2
月
会
議 
一
般
質
問

関
西
広
域
連
合
に
対
し
、与
党
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
西
田
委
員
長
か
ら
、並
行
在

来
線
の
経
営
分
離
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
事
は「
同

じ
意
見
だ
」と
の
答
弁
。

知
事

北
陸
新
幹
線
に
係
る
与
党
や

国
土
交
通
省
へ
の
申
し
入
れ
の
反

応
に
つ
い
て県

内
に
北
陸
新
幹
線
が

通
ら
な
い
の
に
在
来
線
が
並
行
在

来
線
に
該
当
す
る
の
か
と
い
う
問

題
提
議
を
し
な
が
ら
、政
府
与
党
に
対
し

て
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
、関
西
広
域
連
合
と

歩
調
を
取
り
、本
県
の
意
向
を
強
く
訴
え
ま
す
。

知
事

湖
西
線
を
現
状
維
持
す
る
た
め
関
西
広

域
連
合
と
連
携
し
強
く
言
い
続
け
る
こ
と
が

必
要
だ
と
思
う
が
知
事
の
決
意
に
つ
い
て

大
量
に
繁
茂
し
て
い
る

水
草
や
オ
オ
バ
ナ
ミ
ズ
キ
な
ど
琵

琶
湖
が
抱
え
る
喫
緊
の
課
題
に
対

し
て
、井
戸
関
西
広
域
連
合
長
は

「
琵
琶
湖
の
大
切
さ
を
知
る
た
め

の
取
組
を
滋
賀
県
と
協
力
し
て
い

く
」「
広
域
連
合
と
し
て
何
が
出
来

る
か
検
討
し
て
い
く
」と
の
発
言
を

頂
い
た
。

知
事

関
西
広
域
連
合
や
琵
琶
湖
保
全
再
生
推

進
協
議
会
の
委
員
の
皆
さ
ん
は
、琵
琶
湖
視

察
を
さ
れ
て
、琵
琶
湖
の
現
状
と
課
題
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

除
雪

車
が
２
５
６
台
、薬
剤
散

布
車
が
１
０
９
台
の
体

制
で
、２
月
末
現
在
の
除
雪
車
の
総

稼
働
時
間
は
２
２
，０
３
１
時
間
で

前
年
同
期
比
の
３
，９
０
０
時
間
の

約
５
．６
倍
。薬
剤
散
布
車
は
、１
８
，

８
４
７
時
間
、前
年
同
期
比
の
８
，９

４
７
時
間
の
約
２
．１
倍
と
な
っ
た
。

　

二
次
補
正
で
今
回
の
除
雪
費
は
、

当
初
予
算
約
３
億
１
３
６
９
万
円

に
対
し
、約
９
億
１
１
５
９
万
円
に

増
額
さ
れ
、合
計
約
12
億
２
５
２
８

万
円
余
に
な
り
ま
し
た
。

土
木
交
通
部
長

除
雪
車
な
ど
の
稼
働

状
況
に
つ
い
て

合
計
で
２
０
６
箇

所
、約
１
６
０
㎞
の
区
間
で
設
置
し
て

お
り
、維
持
管
理
費
は
電
気
代
も
含
め

合
計
２
億
９
０
８
万
円
余
で
あ
る
。

土
木
交
通
部
長

２
月
末
現
在
で
消
雪
施
設
の
維

持
管
理
費
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

水
中
ポ
ン
プ
は
、

10
年
か
ら
15
年
程
度
で
、配
管
コ
ン

ク
リ
ー
ト
は
約
50
年
程
度
で
す
。

土
木
交
通
部
長

消
雪
施
設
の
耐
用
年
数
に
つ
い
て

今
回
の
大
雪
を

受
け
て
冬
季
の
安
全
な
道
路
交
通

を
確
保
し
て
い
く
た
め
、あ
ら
ゆ
る

可
能
性
を
含
め
て

総
合
的
に
検
討
し

て
い
く
。

土
木
交
通
部
長

新
規
の
消
雪
施
設
に
つ
い
て

関
西
広
域
連
合
に
つ
い
て

予
算
特
別
委
員
会

道
路
除
雪
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策
に
つ
い
て


